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【文献紹介】

近代日本の地域交通体系

三木理史 (1999)：大明堂

本書は，著者が関西大学に提出した博士論文を

公刊したものであり，著者の近年における研究活

動の集大成といえる。本書は，「近代日本を対象と

し，地域交通体系の変化に関わる問題を歴史地理

学の立場から明らかにすること」を目的とし，「近

代日本における地域交通体系が， 1906年～1907

年の『鉄道国有化』と 1920年代末～1930年代に

かけての『交通統制』を画期として，旧来の海運

等基幹型から鉄道基幹型への変化が進行したこと

を実証すること」が内容の要約であるとしてい

る。

そこで，本書の内容を目次に沿って紹介してみ

たし‘o
〈序論〉 では，まず，「第 1章 地域交通体系の

課題と方法」において，既往の近代交通史研究を

整理し，研究対象として輸送手段相互間の関連に

注目する必要性，研究方法では巨視的研究と微視

的研究の間隙を埋める方法を模索することが重要

であることが指摘されている。具体的には海運等

基幹型地域交通体系から鉄道基幹型地域交通体系

への移行を検討する際に，「鉄道国有化」と「交通

統制」を画期とする仮説を示し，末端輸送を担う

局地鉄道の変化を指標とすることが有効であるこ

とを提示している。それを受けて，「第 2章局地

鉄道事業の地域的展開」では，明冶末期から大正

期にかけて起こった 「軽便鉄道プーム」の地域的

展開を全国的規模の地域交通体系との関わりから

まとめ，局地鉄道の基本的性格を明らかにしてい

る。

〈本論〉 では，「第3章鉄道基幹型地域交通体

系の形成過程」とし，〈序論〉で示された仮説（「鉄

道国有化」と「交通統制」を画期とする）を，局

地鉄道の路線プランの改変から実証している。

「第 4章『鉄道国有化』と地域交通体系一瀬戸内

海地域の事例から一」では，「鉄道国有化」に伴う

具体的な地域交通変化の事例を提示し，「第5章

A5版 366頁本体 5000円

商品流通と地域交通体系ー山口県宇部炭鉱業地域

の事例から一」では，商品流通網研究と交通路網

研究の相互補完関係に着目し，近代の商品流通を

代表する商品である石炭を事例として論じてい

る。次に，「第 6章 『交通統制』と地域交通体系

一昭和初期の三重県伊勢湾岸地域の事例から一」

では，社会経済史の分野で蓄積されてきた産業統

制研究 (1930年代の経済統制 ・戦時統制における

各産業の再編成）を踏まえつつ，従来の研究にお

いて等閑視されてきた交通事業の地域的再編成に

注目している。

〈補論〉 では， 「第 7章局地鉄道の普及と「指

導者集団」ーオ賀電機商会の事業展開からの考察

ー」とし，局地鉄道が地域交通体系の罰罷を埋め

る手段として広域的に普及した条件を，技術史的

視点から明らかにしている。

〈結論〉 の「第8章 総括と展望ー局地鉄道から

みた近代日本の地域交通体系ー」 では， 「I 近代

日本における地域交通体系の変容」 「II 局地鉄

道事業の展開」「III 地域交通体系と局地鉄道の

相互関係」 「IV 東アジア，そして第二次世界大戦

後への展望」と題し， これまで 〈本論〉で述べら

れてきたことと今後の課題が簡潔にまとめられて

いる。

以上，本書は，既発表論文を軸にしながらも，

一貫したテーマで構成されており，わかりやすく

かつ大変読み応えのあるものとなっている。

本書の論点は， 日本経済史の分野において論じ

られてきた，「鉄道国有化」を契機とした交通体系

の変化に，新たに 「交通統制」という画期を加え

たこと，その際「局地鉄道」を中心とした「路線

プラン」という新しい概念を導入し，その仮説を

実証するうえでの「有効性」を論じることにある

と思われる。

「路線プラン」については，第 1章，第3章にお

いて詳しく述べられているが，幹線と支線の関係
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に着目し （具体的には，幹線交通路と局地鉄道の

起点・終点の結合状態），局地鉄道の起・終点地

および経過地を一体のものとした路線の空間的パ

ターンのことである。著者は，「第3-11因我が

国における鉄道基幹型地域交通体系形成の空間構

造」において，このパターンの改変を全国的に概

観したのちに， 「鉄道基幹型地域交通体系」の形成

過程を明快に図示している。この「路線プラン」

という斬新な視角を導入することで，著者の仮説

は見事に実証され，説得的なものとして論じられ

ているといえよう （この 3章は， 1994年度日本地

理学会研究奨励賞を受賞した論文に該当する）。

また，著者が提示する「地域交通体系」とは，

様々なスケールで， 様々な交通機関を含み， 「面

的」に展開した一定の地域内での総合的な 「交通

地図的」概念である。「交通史」という経済史の主

要テーマを扱いながら，このように地域の「ス

ケール」に着目すること，前述した「路線プラン」

といい，極めて， 「地理学的な」発想であるといえ

よう。しかし，本書の大きな魅力は，地理学の発

想を十分に生かしながらも，地理学のみで通用す

る議論なのではなく，経済史など隣接分野との議

論の噛み合いがとても良いことである。本書を読

むと，幅広い分野からの文献収集，多くの資料保

存機関からのデータ収集に圧倒される。著者の視

野の広さとパワーが，本書の魅力を生み出したと

いえる。

最後に，筆者が本書を紹介した理由を述べた

い。それは， 著者の論文を読み，研究報告を聴き，

そして著者と共に研究会活動を行うなかで，著者

の 「地理学観」に共鳴し，その著書をできる限り

多くの方々に紹介したいと思ったからである。ま

さに著者の 「ーファン」であるといえよう。

本書のあとがきには，その著者の「地理学観」

の一部が文章で示されている。

まず，著者が高等学校時代に 「地理」を股修す

ることなく大学に進学した経歴を振り返った後

に，「…地理学を学ぶ上で高等学校の「地理」の知

識があるに越したことはないが，それがなくとも

やっていける懐の広さを地理学という学問はもっ

ていると思っている。これからは 「地理」未履修

者に地理学の魅力をアピールしていくことが益々

必要」であり，本書の執筆に際しては，「そのため

にも地理学が，既往の地理学や地理学界の枠に拘

らないことが重要ではないかと思う…（中略）地

理学の方法論を大切にしながらも，一方でそれを

過度に意識しないように心掛けた」と述べてい

る。

さらに，本書の意義について， 「地理学内部に向

けては歴史地理学における近代研究の存在を，一

方外部に向けてはこのようなテーマを歴史地理学

としても研究できるということを併せてアピー

ルしたい」と述べ，著者の 「地理学」と地理学以

外の学問分野に対する研究姿勢が簡潔にまとめら

れている。この姿勢は，本書のいたるところから

感じ取ることができよう。

著者はまだ 30代前半の若手地理学者であり，

今後も多くの魅力的な研究が公刊されていくこと

が期待される（ちなみに，本書以外にも 「地域交

通体系と局地鉄道の史的展開』日本経済評論社，

が近刊予定である）。

山田志乃布 （法政大学第一教養部）
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